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令
和
六
年
度

　

令
和
六
年
度

　

牟
岐
町
社
会
教
育
関
係
者
名
簿

牟
岐
町
社
会
教
育
関
係
者
名
簿

公
民
館
分
館
役
員

出
　
羽

　
分
館
長

　
本
田

　
妙
子

　
　
　
　
副
分
館
長

　
濱

　
　
美
樹

古
牟
岐

　
分
館
長

　
海
部

　
　
太

　
　
　
　
副
分
館
長

　
久
保
田
亮
二

　
　
　
　
主

　
事

　
大
竹

　
重
喜

　
　
　
　
主

　
事

　
小
島

　
英
和

灘
　
　
　
分
館
長

　
吉
野

　
浩
治

　
　
　
　
主

　
事

　
大
喜
田
正
道

東
の
東

　
分
館
長

　
福
田

　
知
行

東
の
中

　
分
館
長

　
竹
本

　
道
裕

同
　
倫

　
分
館
長

　
川
村

　
一
久

　
　
　
　
副
分
館
長

　
小
澤

　
和
久

東
の
西

　
分
館
長

　
大
田

　
　
雄

　
　
　
　
副
分
館
長

　
大
田

　
陽
子

　
　
　
　
主

　
事

　
福
田

　
健
治

天
神
前

　
分
館
長

　
一
山

　
昌
之

　
　
　
　
副
分
館
長

　
長
岡

　
弘
和

川
　
長

　
分
館
長

　
栗
林

　
春
菜

　
　
　
　
副
分
館
長

　
川
部

　
秀
治

　
　
　
　
主

　
事

　
木
村

　
　
悠

中
の
島

　
分
館
長

　
横
尾

　
政
明

　
　
　
　
副
分
館
長

　
居
村

　
伸
二

西
第
一

　
分
館
長

　
岩
本

　
　
朋

　
　
　
　
副
分
館
長

　
和
田

　
晃
洋

　
　
　
　
　
〃

　
　
友
久

　
哲
朗

　
　
　
　
主

　
事

　
中
村

　
淳
子

西
第
二

　
分
館
長

　
和
田

　
原
明

　
　
　
　
副
分
館
長

　
和
田

　
龍
輔

　
　
　
　
　
〃

　
　
元
木

　
奉
文

　
　
　
　
主

　
事

　
和
田

　
昌
代

本
　
町

　
分
館
長

　
谷
本

　
純
一

　
　
　
　
副
分
館
長

　
丸
岡

　
　
朗

　
　
　
　
　
〃

　
　
富
田

　
正
巳

上
の
町

　
分
館
長

　
大
谷

　
　
一

　
　
　
　
主

　
事

　
根
来

　
政
子

杉
　
王

　
分
館
長

　
野
張

　
直
哉

　
　
　
　
副
分
館
長

　
平
井

　
孝
史

山
　
田

　
分
館
長

　
新
田

　
貴
文

　
　
　
　
主

　
事

　
大
平

　
　
綾

大
　
谷

　
分
館
長

　
原

　
　
忠
輝

　
　
　
　
副
分
館
長

　
小
栗

　
泰
子

内
　
妻

　
分
館
長

　
久
保

　
義
和

　
　
　
　
副
分
館
長

　
和
田

　
洋
希

　
　
　
　
主

　
事

　
白
木

　
雄
祐

清
　
水

　
分
館
長

　
石
上

　
敬
介

　
　
　
　
副
分
館
長

　
岡
本

　
　
勉

関
　
　
　
分
館
長

　
和
田
佳
代
子

　
　
　
　
主

　
事

　
和
田

　
敏
子

川
　
又

　
分
館
長

　
百
々

　
史
存

平
　
野

　
分
館
長

　
大
西

　
貴
幸

笹
　
見

　
分
館
長

　
木
内

　
繁
一

　
　
　
　
副
分
館
長

　
元
内

　
清
博

　
　
　
　
主

　
事

　
百
々

　
健
一

西
　
又

　
分
館
長

　
西
澤

　
博
之

　
　
　
　
主

　
事

　
西
澤

　
和
宏

赤
　
水

　
分
館
長

　
岡
崎

　
　
治

横
　
瀬

　
分
館
長

　
蔭
谷
百
合
子

　
　
　
　
副
分
館
長

　
畑

　
　
賢
次

辺
　
川

　
分
館
長

　
横
尾

　
　
敦

　
　
　
　
副
分
館
長

　
古
波

　
直
人

小
　
松

　
分
館
長

　
岡
崎

　
真
一

　
　
　
　
副
分
館
長

　
小
林

　
純
爾

　
　
　
　
主

　
事

　
富
田

　
光
男

喜
　
来

　
分
館
長

　
古
谷

　
孝
司

　
　
　
　
副
分
館
長

　
古
谷

　
真
昭

　
　
　
　
主

　
事

　
佐
古
山
由
美

橘
　
　
　
分
館
長

　
吉
川

　
博
晃

　
　
　
　
副
分
館
長

　
元
内

　
甚
一

牟
岐
町
公
民
館

　
　
　
　
館

　
長

　
谷

　
　
和
好

　
　
　
　
主

　
事

　
青
木

　
瑞
貴

人
権
教
育
協
議
会

　
　
　
　
会

　
長

　
藤
元

　
雅
文

　
　
　
　
副
会
長

　
石
本
知
恵
子

　
　
　
　
　
〃

　
　
谷
野

　
秀
樹

　
　
　
　
　
〃

　
　
中
山

　
昌
之

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

　
　
　
　
会

　
長

　
横
尾

　
浩
紀

　
　
　
副
会
長

　
和
田

　
敏
子

　
　
　
　
〃

　
　
小
磯

　
博
之

　
　
　
　
〃

　
　
井
上

　
正
規

　
　
　
　
〃

　
　
池
田

　
千
晶

　
　
　
　
〃

　
　
喜
田

　
　
守

文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
会

　
長

　
井
上

　
　
暁

　
　
　
副
会
長

　
中
山

　
　
徹

　
　
　
委

　
員

　
葛
谷

　
信
也

　
　
　
　
〃

　
　
満
石

　
高
明

　
　
　
　
〃

　
　
杉
本

　
一
夫

　
　
　
　
〃

　
　
上
田

　
好
美

読
書
友
の
会

　
　
　
会

　
長

　
大
竹

　
　
茂

　
　
　
副
会
長

　
藤
川
は
や
み

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
　
　
委
員
長

　
谷

　
　
和
好

　
　
　
委

　
員

　
一
山

　
貴
美

　
　
　
　
〃

　
　
仁
田

　
美
江

　
　
　
　
〃

　
　
喜
田

　
俊
司

　
　
　
　
〃

　
　
葛
谷

　
信
也

　
　
　
　
〃

　
　
横
尾
美
智
子

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
本
部
長

　
平
井

　
孝
史

　
　
　
副
本
部
長

　
岡
本

　
美
利

体
育
協
会

　
　
　
会

　
長

　
一
山

　
　
稔

　
　
　
副
会
長

　
一
山

　
貴
美

　
　
　
　
〃

　
　
喜
田

　
俊
司

牟
岐
町
婦
人
会

　
　
　
会

　
長

　
石
本
知
恵
子

　
　
　
副
会
長

　
大
平

　
征
代

　
　
　
　
〃

　
　
小
栗

　
泰
子

牟
岐
の
子
ど
も
を
育
て
る
会

　
　
　
代
表
世
話
人

　
葛
谷

　
信
也

　
　
　
副
会
長

　
石
本
知
恵
子

（
令
和
六
年
八
月
三
十
一
日
時
点
）
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市宇ヶ 丘学園だより  第 1 8 号

12年目をむかえた市宇ヶ 丘学園

令和６ 年８ 月現在で、 保育園児52人・ 小学生87人・ 中学生50人が在籍し ています。 今年の夏も 記録的

な暑さ になり まし たが、 様々な対策を 講じ ながら 子ども たち は元気いっ ぱい日々の活動に取り 組んでい

ます。 今年度前半の活動の様子を紹介し ます。

歯科衛生士の川柴さ んによる歯み

がき 教室に保護者と 一緒に参加し ま

し た。

歯みがき 教室歯みがき 教室 海部老人ホーム訪問海部老人ホーム訪問 夏まつり夏まつり

さ さ ぐ みさ んが海部老人ホームの

おじ いちゃ んおばあちゃ んと のふれ

あいを楽し んでき まし た。

連百夏の方と の競演を 楽し みま

し た。

小学校１ 年生　 七夕飾り小学校１ 年生　 七夕飾り 小学校３ 年生　 茶摘み体験小学校３ 年生　 茶摘み体験 小学校５ 年生　 サーフィン体験学習小学校５ 年生　 サーフィン体験学習

７ 月、 牟岐あんどんの会の方々に、

いろいろな七夕飾り の作り 方を教えて

いただきまし た。 と ても 楽し く 作るこ

と がで き まし た。 作り 方を 覚え た後

は、 自分たちだけでも 作り 、 校内七夕

あんどん展の時に飾り つけまし た。

６ 月に牟岐町の茶畑で、 お茶の葉を

「 摘む」、「 炒る」、「 揉む」 体験を さ せ

ていただき まし た。 子ども 達は、 地域

の方々が教えてく ださ っ たこ と を よく

聞いて楽し く 活動でき まし た。 後日、

お茶にして、おいし く いただき まし た。

小中合同運動会小中合同運動会 小中合同ごみゼロ活動小中合同ごみゼロ活動 職場体験学習職場体験学習

突然の雨に見舞われ、 一部の競技

を 体育館で実施すると いう ハプニン

グも あり まし たが、 今年も 楽し い運

動会にするこ と ができ まし た。

今年度、 初めて の試みと し て ５ 月

30日（ ご みゼロ の日） に小中合同で

海岸清掃活動を 行いまし た。

今年度は中学２ 年生が職場体験学習

を するこ と になり まし た。 地域の方々

のご 協力のも と 、 働く こ と の楽し さ・

大変さ を 体験するこ と ができまし た。

夏休み登校日に内妻で牟岐サーフィ

ンク ラブの方々に指導していただきま

し た。 波乗り は初体験の子ども 達で

し たが、 ２ 時間弱でボード の上に立つ

こ と ができ まし た。 牟岐の自然と ふ

れあう 貴重なアク ティ ビティ ーでし た。
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一
　
は
じ
め
に 

四
国
の
右
下
に
位
置
す
る
徳
島

県
牟
岐
町
は
、
美
し
い
海
や
山
に

囲
ま
れ
、
空
気
や
水
が
澄
ん
だ
自

然
豊
か
な
町
で
あ
る
。
二
〇
二
四

年
四
月
一
日
現
在
の
人
口
は

三
五
一
六
人
、
近
年
で
は
年
間
出

生
数
は
一
〇
人
前
後
と
な
っ
て
お

り
、
高
齢
化
率
五
四
・
三
二
パ
ー

セ
ン
ト
と
少
子
高
齢
化
が
深
刻
で

あ
る
。
ま
た
、
商
業
の
衰
退
、
第

一
次
産
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
の
ほ
か
、
地
域
に
も
家

族
に
も
な
じ
め
ず
孤
立
す
る
人
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
八
〇
五
〇
問

題
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の

不
安
な
ど
町
の
課
題
は
多
く
、
津

波
が
来
て
も
「
逃
げ
る
こ
と
を
あ

き
ら
め
て
い
る
」
と
い
う
住
民
も

い
る
。

そ
ん
な
牟
岐
町
で
あ
る
が
、
津

波
に
備
え
安
全
な
高
台
に
あ
る
中

学
校
に
隣
接
す
る
よ
う
保
育
園
・

小
学
校
を
統
合
移
転
し
、
学
校
地

域
が
一
丸
と
な
っ
て
子
ど
も
の
成

長
を
支
え
て
い
る
。
牟
岐
っ
子
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
老
人
会
は
一
八

年
ほ
ど
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
登

下
校
の
見
守
り
を
続
け
て
お
り
、

元
気
な
挨
拶
が
溢
れ
て
い
る
。
婦

人
会
は
学
校
に
た
く
さ
ん
の
花
を

植
え
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
津
波
避
難
所
の
掃
除
を
し
た

り
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
中
学
校

の
授
業
に
地
域
人
材
を
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
活
用
す
る

な
ど
、
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

活
動
は
数
々
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
は
様
々
な
活
動
を

通
し
て
地
域
の
人
の
温
か
さ
に
触

れ
、
地
域
の
人
た
ち
に
大
切
に
見

守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
自

分
た
ち
も
地
域
の
た
め
に
役
立
ち

た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
　 

牟
岐
中
学
校
に
お
け
る
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
の
取
組

牟
岐
中
学
校
に
お
け
る
総
合
的

な
学
習
の
時
間
は
、
五
つ
の
コ
ー

ス
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
地
域
の
人
が

講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
社

会
福
祉
協
議
会
が
担
当
す
る
「
レ
ッ

ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
、
様
々
な

福
祉
体
験
を
行
っ
て
い
る
。

年
度
当
初
に
は
、
自
分
の
中
に

い
る
よ
い
面
と
わ
る
い
面
な
ど
の

二
つ
の
役
を
決
め
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
が
手
作
り
の
小
道
具

や
カ
ツ
ラ
、
カ
ー
テ
ン
を
使
っ
た

衣
装
を
身
に
ま
と
っ
て
登
場
し
、

「
助
け
た
い
。」「
い
や
面
倒
。
恥

ず
か
し
い
。
」
な
ど
、
葛
藤
し
な

が
ら
「
自
分
か
ら
動
く
。
」「
自
分

か
ら
何
か
を
変
え
た
い
。」
と
思

う
そ
ん
な
気
持
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
な
が
る
と
い
う
寸
劇
を
披

露
し
た
。
そ
の
後
、
み
ん
な
で
意

見
交
換
を
す
る
中
で
子
ど
も
た
ち

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
意

識
を
高
め
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
歳

末
た
す
け
あ
い
街
頭
募
金
、
地
域

福
祉
活
動
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
ス
ア
ー
ツ

が
考
案
し
た
「
イ
ザ
！
カ
エ
ル

キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
年
間
活
動
計
画
に
沿
っ
て
多

く
の
活
動
を
体
験
し
た
。

(

一)

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

高
齢
者
の
多
い
町
と
い
う
こ
と

で
、
高
齢
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
の
一
環
と
し
て
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行

い
、「
年
齢
を
重
ね
る
と
人
間
は

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
？
」
「
物

忘
れ
と
認
知
症
の
違
い
は
？
」「
ど

の
よ
う
に
接
し
た
ら
い
い
？
」
な

ど
学
ん
だ
。
ま
た
、「
高
齢
者
は

人
生
の
大
先
輩
で
あ
り
、
様
々
な

経
験
を
積
ん
で
お
り
尊
敬
す
べ
き

存
在
で
あ
る
こ
と
。」
を
伝
え
、「
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を

持
た
な
い
こ
と
や
、
温
か
い
目
で

見
守
る
こ
と
」
な
ど
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
後
、
小
学
校
五
年
生
を
対

象
と
し
た
講
座
を
行
う
際
に
、
中

学
生
に
寸
劇
な
ど
に
参
加
し
て
も

ら
っ
た
。
大
人
が
演
技
す
る
よ

り
、
歳
の
近
い
身
近
な
お
兄
ち
ゃ

ん
お
姉
ち
ゃ
ん
が
見
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
、
よ
り
関
心
を
持
っ
て
く

れ
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。
わ
る
い

接
し
方
、
よ
い
接
し
方
、
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
役
割
分
担
を
し
て
、
三

通
り
の
事
例
を
何
度
も
練
習
し
て

本
番
に
臨
ん
だ
。
本
番
で
は
五
年

生
を
前
に
緊
張
し
た
面
持
ち
で

あ
っ
た
が
、
練
習
通
り
頑
張
っ
て

演
技
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
学

生
の
演
技
に
小
学
生
も
興
味
津
々

で
、
あ
と
の
話
合
い
で
は
た
く
さ

ん
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

（
二
）
高
齢
者
お
宅
訪
問

こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
に
関
す
る

活
動
を
踏
ま
え
て
、
一
〇
月
に
は

三
つ
の
班
に
分
か
れ
て
高
齢
者
の

お
宅
訪
問
を
行
っ
た
。
ま
た
、
高

齢
者
と
の
交
流
の
事
前
準
備
と
し

て
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か

ら
、
傾
聴
技
術
の
コ
ツ
を
学
ぶ
体

験
を
行
っ
た
。
た
だ
人
と
話
を
す

る
の
で
な
く
相
槌
を
う
っ
た
り
話

を
聴
く
姿
勢
を
変
え
た
り
す
る
こ

と
で
、
話
す
相
手
を
思
い
や
る
こ

と
が
で
き
る
と
み
ん
な
が
気
付
く

こ
と
が
で
き
た
。

高
齢
者
の
お
宅
訪
問
で
は
、
掃

除
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
た
後
、

高
齢
者
の
方
と
楽
し
く
お
し
ゃ
べ

り
を
す
る
活
動
を
行
っ
た
。
一
つ

の
班
は
、
高
齢
で
柚
子
の
収
穫
が

大
変
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
柚

子
の
収
穫
を
手
伝
っ
た
。
二
つ
め

の
班
は
高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
庭

の
草
抜
き
を
手
伝
っ
た
。
三
つ
め

の
班
は
部
屋
掃
除
の
お
手
伝
い
を

し
た
。
中
で
も
高
い
と
こ
ろ
の
掃

除
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

蛍
光
灯
の
傘
の
掃
除
も
行
っ
た
。

手
伝
い
の
後
で
、
高
齢
者
の
方
と

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
昔
の
牟
岐

の
町
の
様
子
や
子
ど
も
の
頃
の
話

な
ど
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
質
問
し

な
が
ら
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
子
ど
も
た
ち

は
高
齢
者
の
話
を
う
な
ず
き
な
が

ら
し
っ
か
り
傾
聴
す
る
こ
と
を
実

践
し
て
い
た
。
ど
の
高
齢
者
も
子

地
域
社
会
福
祉
活
動
を
通
し
た
人
権
教
育
の
取
組

牟
岐
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　枡
富

　幸
子

〜
牟
岐
中
学
校
に
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学
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の
時
間
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て
〜
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ど
も
た
ち
に
元
気
を
も
ら
え
た
と

喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。

三
　
活
動
の
中
で
の
中
学
生
の
変
化

意
見
交
換
の
場
で
は
、
最
初
は

と
ま
ど
っ
た
り
、
恥
ず
か
し
そ
う

に
し
て
い
た
り
す
る
子
ど
も
も
い

た
。
「
そ
れ
ぞ
れ
、
思
う
こ
と
、

感
じ
方
も
違
う
。
決
し
て
、
人
の

意
見
に
対
し
て
批
判
し
た
り
、
否

定
し
た
り
し
な
い
」
と
言
う
ル
ー

ル
で
話
合
い
を
行
っ
た
。
話
合
い

が
進
む
に
つ
れ
、
引
っ
込
み
思
案

な
子
ど
も
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
的
な

子
ど
も
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
、

発
言
の
後
に
も
「
と
て
も
、
良
い

意
見
だ
っ
た
よ
。
」
と
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
を
か
け
る
こ
と
が
自
然
に

で
き
て
い
た
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
都
度
、
グ
ル
ー
プ
替
え
を

行
っ
た
が
、
ど
ん
な
グ
ル
ー
プ
分

け
を
し
て
も
、
一
年
生
か
ら
三
年

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か

し
、
協
力
し
あ
っ
て
段
々
と
積
極

的
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
一
人
ひ

と
り
違
っ
た
悩
み
を
持
っ
て
い
た

り
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
い
た
り

す
る
。
将
来
、
相
談
に
乗
っ
た
り

不
自
由
を
な
く
し
た
り
で
き
る
大

人
に
な
り
た
い
」「
い
ろ
い
ろ
な

人
が
牟
岐
町
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
」「
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ

ン
で
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
自
分
の

役
割
を
や
り
遂
げ
て
達
成
感
が
す

ご
か
っ
た
」「
人
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
こ
と
、
地
域
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

四
　
お
わ
り
に

子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
体

験
を
通
し
て
、
地
域
の
福
祉
活
動

に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。
そ
の
中

で
、
人
は
一
人
ひ
と
り
違
い
が
あ

り
、
互
い
に
認
め
合
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
い
ろ
い

ろ
な
人
と
接
す
る
こ
と
で
、
人
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
も
気
付
く

こ
と
が
で
き
て
い
る
。

中
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
進
路
の
た
め
に
牟
岐
町
を

出
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
。
ど
こ

に
住
ん
で
も
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
多
様
な
意
見
を

知
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
尊
厳
の
確
保

が
で
き
、
互
い
を
思
い
や
り
支
え

あ
う
気
持
ち
を
さ
ら
に
高
め
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
町
の
現
状
を
知
り
、
困
っ

て
い
る
人
に
気
付
き
行
動
に
う
つ

す
こ
と
が
で
き
る
、
相
手
の
気
持

ち
を
し
っ
か
り
と
尊
重
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育

て
て
い
け
る
よ
う
な
取
組
を
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
間
、
テ
レ
ビ
か
ら
こ
ん
な

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

「
来
年
で
終
戦
八
十
年
目
を
迎
え

ま
す
。
」
み
な
さ
ん
は
八
十
年
と

聞
い
て
ど
う
感
じ
ま
す
か
？
「
そ

ん
な
昔
の
こ
と
な
の
か
。」
と
思

い
ま
す
か
？
私
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
い
て
、「
ま
だ
戦
争
が
終

わ
っ
て
八
十
年
し
か
経
っ
て
い
な

い
の
か
。」
と
思
い
ま
し
た
。

戦
争
の
こ
と
は
、
学
校
の
授
業

で
習
っ
た
こ
と
や
テ
レ
ビ
で
見
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
ぐ
ら
い
で
、

詳
し
く
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
で

も
、
「
人
と
人
と
が
殺
し
合
う
」

と
い
う
こ
と
は
分
か
り
ま
す
。

今
、
日
本
で
戦
争
は
起
こ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
と
ロ
シ
ア
で
は
戦
争
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

人
は
な
ぜ
争
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
な
ぜ
、
戦

争
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
か
？
私
は
こ
れ
ま
で
、
戦
争
が

起
こ
る
理
由
は
、
お
互
い
の
国
が

平
和
を
求
め
て
い
る
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
家

族
が
爆
撃
で
亡
く
な
り
一
人
ぼ
っ

ち
に
な
っ
て
い
る
子
供
の
ニ
ュ
ー

ス
や
日
本
に
避
難
し
て
き
て
戦
争

の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
海
外
の
人
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
戦
争
は
ど

ん
な
願
い
で
あ
っ
て
も
し
て
は
い

け
な
い
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
何
も
罪
の
な
い
人
た
ち
が

無
差
別
に
殺
さ
れ
て
い
た
り
、
家

や
病
院
を
壊
さ
れ
て
い
た
り
、
本

当
に
残
酷
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
去
年
、
沖
縄
戦
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
「
さ
と
う
き
び
畑
の
唄
」

と
い
う
映
画
を
見
ま
し
た
。
戦
争

当
時
の
様
子
が
想
像
で
き
て
、「
怖

い
」
と
い
う
印
象
が
今
で
も
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
に
持
っ

て
い
な
か
っ
た
戦
争
の
怖
さ
も
学

び
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
戦
争
が

人
の
心
を
奪
っ
て
し
ま
う
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
兄
が
兵
役
に
行

き
、「
お
国
の
た
め
に
」
と
爆
弾

を
抱
え
て
ア
メ
リ
カ
軍
に
突
撃

し
、
命
を
落
と
す
シ
ー
ン
や
兵
士

が
死
に
物
狂
い
で
、
撃
た
れ
な
が

ら
、
血
を
流
し
な
が
ら
戦
っ
て
い

る
シ
ー
ン
を
見
て
、
涙
が
出
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
ア
メ
リ

カ
の
軍
人
が
日
本
人
を
殺
さ
ず
に

助
け
て
い
た
シ
ー
ン
を
見
た
時

は
、
戦
争
な
ん
て
し
な
く
て
も
話

し
合
え
ば
大
丈
夫
な
ん
だ
と
安
心

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

修
学
旅
行
で
は
、
ア
ブ
チ
ラ
ガ

マ
に
行
き
ま
し
た
。
ア
ブ
チ
ラ
ガ

マ
は
、
沖
縄
戦
当
時
に
病
院
壕
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
洞
窟
の
よ
う

な
場
所
で
す
。
私
た
ち
三
年
生
は

実
際
に
そ
の
中
へ
入
り
ま
し
た
。

中
は
真
っ
暗
で
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ

な
い
と
歩
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

時
は
ラ
イ
ト
も
な
か
っ
た
の
で

真
っ
暗
な
中
で
何
日
も
過
ご
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
ガ
マ
の
中

で
は
、
動
け
な
く
な
っ
た
兵
士
に

隊
長
の
命
令
で
毒
薬
を
盛
り
、
殺

し
て
し
ま
っ
た
り
、
食
料
や
飲
み

物
が
な
く
な
り
飢
え
に
苦
し
ん
で

死
ん
で
し
ま
っ
た
り
し
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
死
体
に
は
ウ
ジ
が
わ

き
、
白
骨
化
し
て
い
る
も
の
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
私
の
今
の
生

活
で
は
想
像
も
で
き
な
い
話
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
ガ
マ
の
中
に
い
る

こ
と
が
少
し
怖
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
明
か

り
が
あ
る
こ
と
、
体
が
元
気
な
こ

と
、
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
、
今
の
生
活
が
で
き
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
な
く
て
は
い
け
な
い

な
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

僕
は
、
日
本
に
生
ま
れ
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
争

の
な
い
平
和
な
日
本
に
生
ま
れ
、

今
ま
で
一
度
も
命
の
危
険
を
感
じ

る
こ
と
な
く
生
活
し
て
き
ま
し

た
。
家
で
の
生
活
で
は
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
り
、

温
か
く
て
お
い
し
い
ご
飯
が
食
べ

ら
れ
た
り
、
き
れ
い
に
洗
濯
さ
れ

争
い
の
な
い
世
界
に
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た
服
を
着
ら
れ
た
り
、
安
心
し
て

布
団
で
眠
れ
ら
れ
た
り
す
る
幸
せ

が
あ
り
ま
す
。
学
校
で
の
生
活
で

も
、
友
達
と
一
緒
に
勉
強
を
し
た

り
、
バ
ス
ケ
や
バ
レ
ー
を
し
て
遊

ん
だ
り
、
休
み
時
間
に
話
を
し
た

り
す
る
幸
せ
な
時
間
が
あ
り
ま

す
。
私
は
、
こ
ん
な
た
く
さ
ん
の

幸
せ
で
あ
ふ
れ
た
生
活
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、
感
謝
の

気
持
ち
を
行
動
で
表
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
幸
せ
な
家
で
の
生
活
が

あ
る
の
は
家
族
の
お
か
げ
で
す
。

親
が
仕
事
を
頑
張
っ
て
私
の
生
活

を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、「
あ
り
が
と
う
」
と
伝
え
た

い
し
、
食
器
洗
い
や
洗
濯
物
を
た

た
む
な
ど
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

し
っ
か
り
や
っ
て
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
普
段
の
生
活
や
学
校
生
活
で

も
、
お
礼
を
言
う
こ
と
や
あ
い
さ

つ
を
丁
寧
に
し
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
困
っ
て
い
る
人
や
悩
ん
で
い

る
友
達
が
い
た
ら
助
け
て
あ
げ
た

い
で
す
。

小
さ
な
こ
と
だ
け
ど
、
み
ん
な

が
感
謝
の
気
持
ち
を
行
動
に
表
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
戦
争
の
な
い

た
く
さ
ん
の
幸
せ
に
囲
ま
れ
た
世

界
に
近
づ
く
と
思
い
ま
す
。
私

は
、
そ
の
一
員
と
し
て
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
み
な

さ
ん
も
私
と
同
じ
気
持
ち
に
な
っ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

み
な
さ
ん
は
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？
簡
単
に
説
明
す
る
と
、

家
族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人
が
い
る

場
合
に
、
大
人
が
担
う
よ
う
な
ケ

ア
責
任
を
引
き
受
け
、
家
事
や
家

族
の
世
話
、
介
護
、
感
情
面
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
、

十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
の
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
学
校
に
行
か
ず
、

親
の
介
護
を
し
な
が
ら
家
の
こ
と

を
し
た
り
、
兄
弟
の
面
倒
を
み
た

り
す
る
子
供
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
い
え
ま
す
。

私
は
こ
の
言
葉
を
小
学
六
年
生

の
時
に
新
聞
で
見
て
知
り
ま
し

た
。
そ
の
時
は
こ
の
言
葉
の
意
味

を
深
く
は
知
ら
な
か
っ
た
し
、
大

変
な
子
も
い
る
ん
だ
な
と
軽
い
気

持
ち
で
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も

最
近
は
こ
の
問
題
が
社
会
問
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
に
な
る
中
高
生
の
割
合
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
私
は
同
じ
歳

の
子
が
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と

し
て
頑
張
っ
て
い
て
、
た
だ
単
に

凄
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
の
自
分
の
環
境
が
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
私
の
家
は
八
人
で
住

ん
で
い
て
、
家
事
や
学
校
へ
の
送

り
迎
え
な
ど
、
い
つ
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
一
人
で
家
族
の
介

護
や
お
世
話
を
す
る
の
は
、
想
像

も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
私

に
は
一
人
で
家
事
を
こ
な
す
こ
と

は
絶
対
に
で
き
な
い
な
と
思
い
ま

し
た
。「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の

子
は
周
り
か
ら
「
家
の
手
伝
い
を

よ
く
し
て
い
る
」「
し
っ
か
り
し

て
い
る
」
と
捉
え
ら
れ
る
子
が
多

い
で
す
。
学
校
で
も
学
業
に
集
中

で
き
ず
、
睡
眠
不
足
に
な
る
中
高

生
が
多
い
そ
う
で
す
。
友
達
と
も

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
に
ひ
た
す
ら

家
の
こ
と
を
家
族
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
私
だ
っ
た
ら
投

げ
や
り
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
家

族
の
こ
と
を
責
め
て
し
ま
う
な
と

思
い
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
私
が

一
人
で
家
族
の
世
話
を
し
な
い
と

い
け
な
い
の
？
」
と
か
「
私
も
学

校
で
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
過
ご

し
た
い
な
」
と
か
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の
子
ど
も
た
ち

全
員
が
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
け
ど
、
そ
ん
な

気
持
ち
を
押
し
殺
し
て
頑
張
っ
て

い
る
子
が
多
い
と
私
は
思
い
ま

し
た
。

現
状
、
中
学
二
年
生
の
約
十
七

人
に
一
人
が
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
は

こ
の
こ
と
を
記
事
で
読
ん
だ
と
き

驚
き
ま
し
た
。
中
学
二
年
生
に
限

定
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

約
十
七
人
に
一
人
が
「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
」
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
私

は
中
高
生
の
中
で
十
七
人
に
一
人

で
も
多
い
な
と
感
じ
ま
す
。
そ
し

て
社
会
問
題
と
し
て
挙
が
っ
て
き

て
い
る
理
由
が
少
し
分
か
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
問
題
点

は
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
に
な
っ

て
い
る
子
ど
も
の
多
く
が
、
相
談

す
る
ほ
ど
の
悩
み
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
自
分

は
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
だ
と

自
覚
し
て
い
な
い
子
が
多
い
そ
う

で
す
。

そ
こ
で
私
は
、
そ
ん
な
「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の
子
た
ち
に
自
分

が
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
」
の
み
ん
な
が
外
部
に
相

談
す
る
ほ
ど
の
悩
み
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
な
ら
、
そ
の
少
し
の

悩
み
を
親
身
に
な
っ
て
聞
い
て
あ

げ
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
も
し
そ
の
子
が
「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
」
で
は
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
人
の
手
助
け
に
な
る
は

ず
だ
し
、
直
接
家
に
行
っ
て
手
伝

う
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
私
か

ら
先
生
に
そ
の
子
の
こ
と
を
少
し

相
談
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

日
本
で
も
海
外
で
も
「
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
」
を
増
や
さ
な
い
よ
う

に
国
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
私

も
で
き
る
こ
と
に
少
し
ず
つ
取
り

組
も
う
と
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
子
供
た

ち
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
、

支
え
を
必
要
と
す
る
人
は
増
え
て

い
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
た
ち

ま
ち
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
も
今

よ
り
増
え
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な

る
と
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち

は
家
事
や
介
護
に
よ
っ
て
学
校
で

学
ぶ
こ
と
も
、
部
活
を
す
る
こ
と

も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
選
択
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
未
来
で
は
な
く
、

今
、
私
が
当
た
り
前
に
で
き
て
い

る
よ
う
に
、
子
供
た
ち
全
員
が
、

自
分
の
し
た
い
こ
と
が
で
き
る
未

来
に
な
れ
ば
い
い
な
と
願
っ
て
い

ま
す
。

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の

今
を
知
っ
て

　
　
牟
岐
中
学
校

　
二
年

石
上

　
優
衣
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シラ タ マ学級報告シラ タ マ学級報告
シラ タ マ学級は、 牟岐小学校４・ ５・ ６ 年生を 対象に普段の生活では体験

でき ないよう な、 も の作り 体験や自然体験学習などを 行っ ています。

講師： 牟岐あんどんの会☆５ 月18日 サンド ブラ スト 体験

講師： 日本ハムカ スタ マー・ コ ミ ュ ニケーショ ン株式会社☆６ 月29日 ウイ ンナー飾り 切り 教室

講師： 徳島大学建築サーク ル A U T☆８ 月20日 も のづく り ワーク ショ ッ プ
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令和６ 年７ 月８ 日（ 月）、 旧牟岐小学校グラ ウンド において、 公民館分館親睦ソ フ ト ボール大会

を 開催いたし まし た。 昨年度と 同様に「 辺川・ 喜来・ 橘」「 河内連合」「 西浦」 の３ チームと 、 単

独でのご参加ができ ない分館が「 広域連合」 と し て出場し ていただき 、 合計４ チームで試合を 行

いまし た。

７ 月10日（ 水） に予定し ていた三位決定戦と 決勝戦があいにく の悪天候のため中止と なっ てし

まい、 予備日も 悪天候で中止と なっ てし まっ たこ と で、 初日の試合結

果の得失点差で順位を決定するこ と と なり 、 猛打で大量得点し た「 辺

川・ 喜来・ 橘」 が２ 年ぶり の優勝を果たし まし た。

公民館分館親睦球技大会公民館分館親睦球技大会

公民館分館親睦ソ フ ト ボール大会公民館分館親睦ソ フ ト ボール大会

※分館親睦バレーボール大会は参加申込があり ませんでし たので、 今年度は実施し ており ません。

　 来年度は是非と も ご参加のほどよろ し く お願いいたし ます。
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ス
ペ
イ
ン
へ
は

　
空
路
な
き
頃

　
留
学
す

　
故
郷
の
舞
台

　
白
髪
の
舞
ふ

※
フ
ラ
メ
ン
コ
の
小
島
章
司
先
生（
牟
岐
町
古
牟
岐
出
身
）の
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
。

弟
は

　
嘘
を
つ
く
と
き

　
鼻
動
き

　
兄
の
目
が
泳
ぐ
を

　
母
見
逃
さ
ず

杉
　
本

　
　
雅

　
代

星
の
数

　
如い

か

ほ

ど

あ

何
程
在
る
か

　
問
は
る
れ
ば

　
七
の
後
に

　
零
二
十
二
個
と

※「
兆
」の
一
万
倍
が「
京
」。垓
は
京
の
一
万
倍
。宇
宙
全
体
の
恒
星
の
数
は
七
百
垓
と
い
う
。

昼
間
で
も

　
河
童
出
そ
う
な

　
新し

ん
こ
ぶ
ち

光
淵

　
キ
ュ
ウ
リ
五
、六
本

　
放ほ

り
込
ん
だ
ろ
か

山
　
岡

　
　
誠

　
次

じ
ゃ
が
い
も
の

　
薄
む
ら
さ
き
の

　
花
ゆ
れ
て

　
ま
ず
は
カ
レ
ー
に

　
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
も

い
つ
だ
っ
て

　
腕
を
広
げ
て

　
迎
え
く
る
る

　
五
剣
の
嶺み

ね

に
　
わ
れ
も
な
り
た
し

※ 

牟
岐
町
喜
来
北
側
の
五
剣
山
の
標
高
は
六
百
三
十
八
メ
ー
ト
ル
。東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー（
六
百
三
十
四

メ
ー
ト
ル
）よ
り
や
や
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
　
川

　
　
は
や
み

大
変
な

　
辰
の
年
だ
と

　
一
致
し
て

　
土
佐
鶴
ほ
ん
の

　
少
し
い
た
だ
く

※ 

今
年
の
元
日（
辰
・
龍
の
年
）、能
登
地
方
を
襲
っ
た
大
変
な
自
然
災
害
を
、当
初
は
半
信
半
疑
で
テ
レ
ビ

を
見
て
い
た
。

夏
帽
子

　
チ
ョ
イ
と
か
ぶ
っ
て

　
川
べ
り
を

　
卒
寿
の
足
で

　
図
書
館
へ
行
く

藤
　
井

　
　
り
い
ち

令
和
六
年
八
月
二
日

な
ぜ
病
む
の

　
こ
こ
ろ
痛
め
る

　
仏
様

枝
ひ
と
つ

　
ひ
と
つ
が
伸
び
て

　
家
づ
く
り

エ
ン
ジ
ン
の

　
掛
か
り
良
く
す
る

　
朝
の
声

大
　
田

　
　
一

　
洋

閉
ざ
さ
な
い

　
会
話
こ
の
世
を

　
な
め
ら
か
に

問
答
が

　
し
た
く
て

　
は
て

　
を
繰
り
返
す

エ
ン
ジ
ン
が

　
も
う
掛
か
ら
な
い

　
村
の
バ
ス

藤
　
井

　
　
り
い
ち

令
和
六
年
八
月
一
日

ふ
た
ば
川
柳

ふ
た
ば
川
柳

牟
岐
短
歌
会

牟
岐
短
歌
会
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※
掲
載
希
望
届
け

　
令
和
六
年
三
月
～
令
和
六
年
八
月
分
ま
で

※
掲
載
希
望
届
け

　
令
和
六
年
三
月
～
令
和
六
年
八
月
分
ま
で

令
和
六
年
九
月
三
十
日
発
行

印
　
刷

　
　
福
山
印
刷
株
式
会
社

む
ぎ
公
民
館
報

　
第
二
六
〇
号

発
行
所

　
　
徳
島
県
海
部
郡
牟
岐
町
川
長

　
　
　
　
　
　
牟
岐
町
海
の
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　
牟

岐

町

公

民

館

　
　
　
　
　
☎
0
8
8
4
‒

72
‒
0
1
0
7

　
　
　
　
　
FAX
0
8
8
4
‒

72
‒
3
3
8
8

人人人の うごき
令和６ 年・ 9・ 1

総人口 

　 男 

　 女 

世帯数 

高齢化率 

（ 6 5 歳以上）

出生数（ R6 .3 ～R6 .8 届出分）   人

人

人

人

戸

%

3 ,46 6
1 ,62 9
1 ,83 7
1 ,88 7
54.21

4

ご結婚おめでと うご結婚おめでと う

お知らせ
『 ご結婚おめでと う 』

『 お誕生おめでと う 』

★牟岐町海の総合文化センタ ー

　（ TE L   72 ｰ0107）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 又は、

★牟岐町役場　 住民福祉課

　（ TE L   72 ｰ3415）

　 　 　 　 　 　 　 までご連絡く ださ い。

は受付時、 牟岐町に住所がある 方で、 掲載

を希望さ れた方を対象と し ています。

牟岐町外で届出を さ れた方で、 公民館報へ

の掲載を希望さ れる場合は、

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

◇
令
和
六
年
三
月

岡
本

　
拓
也
・
亜
耶

　
次
男

　
大や

ま

と和（
天
神
前
）

◇
令
和
六
年
五
月

正
路

　
早
紀

　
長
女

　
ひ
ま
わ
り
（
東
の
東
）

◇
令
和
六
年
七
月

山
西

　
達
大
・
し
の
ぶ

　
長
女

　
十と

わ和
（
杉
王
）

♥
令
和
六
年
五
月

中
山

　
拓
真

　
（
喜
来
）

多
田

　
　
瞳

　
（
滋
賀
県
）

中山　 拓真中山　 拓真さ ん・さ ん・ 瞳瞳さ んさ ん

岡本　 大和岡本　 大和く んく ん 正路　 ひまわり ちゃ ん正路　 ひまわり ちゃ ん


